
割
賦
販
売
会
計
に
お
け
る
総
利
益
の
算
出
方
法

一二… 　
序

　
少
数
の
商
品
の
販
売
の
場
合

　
多
数
の
商
品
の
販
売
の
場
合

Ａ
　
一
会
計
年
度
の
場
合

Ｂ
　
数
会
計
年
度
に
。
わ
た
る
場
合

Ｃ
　
数
部
門
に
わ
か
れ
て
い
る
場
合

　
結
　
　
　
び

桑
　
原

幹
　
夫

序

　
割
賦
販
売
会
計
に
お
い
て
提
起
さ
れ
る
会
計
間
題
の
特
徴
は
、
こ
れ
を
ア
メ
リ
ヵ
に
つ
い
て
み
た
場
合
、
そ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
簿

記
自
体
に
よ
っ
て
、
提
起
さ
れ
た
間
題
で
は
な
し
に
、
主
と
し
て
、
目
常
的
な
、
帳
簿
記
録
と
は
別
に
、
税
務
対
策
上
の
間
題
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

て
提
起
さ
れ
た
所
に
　
も
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
割
賦
販
売
会
計
研
究
上
、
と
く
に
、
注
意
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
、
税
務
対
策
と
し
て
間
題
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
割
賦
販
売
会
計
の
会
計
実
務
は
必
ず

し
も
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
、
極
め
て
、
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
に
対
し
て
、
実
務
の
現
実
的
な
要
求

　
　
　
割
賦
販
売
会
計
に
お
げ
る
総
利
益
の
算
出
方
法
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
七
二
一
）



　
　
　
立
命
鯖
経
済
学
（
第
八
巻
．
・
第
四
号
）
、
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
（
七
二
二
）

と
し
て
、
１
複
雑
な
計
算
を
、
単
純
化
し
、
能
率
化
し
、
さ
ら
に
制
度
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
当
然

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
会
計
専
門
家
は
、
こ
の
よ
う
な
動
き
を
積
極
的
に
推
し
進
め
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
を
こ
ら
し
、
絶
え
ず
努
力
し
て

　
（
３
）

き
た
。

　
本
稿
で
は
、
と
く
に
、
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
会
計
専
門
家
の
努
力
を
、
割
賦
販
売
会
計
に
お
け
る
総
利
益
の
算
出
方

法
の
過
程
の
中
で
あ
き
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
会
計
専
門
家
の
努
力
の
現
実
的
な
意
義
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
以
下
、
順
序
と
し
て
は
、
ま
ず
、
少
数
の
商
品
を
販
売
す
る
場
合
の
総
利
益
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
述
べ
、
し
か
る
の
ち
に
、
多

数
の
商
品
を
販
売
す
る
場
合
の
総
利
益
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
多
数
の
商
品
を
販
売
す
る
場
合
の
総
利
益
の

算
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
こ
れ
を
細
分
し
て
、
一
会
計
年
度
の
場
合
、
数
会
計
年
度
に
わ
た
る
場
合
、
数
部
門
に
分
か
れ

て
い
る
場
合
の
三
つ
の
場
合
に
わ
け
て
述
べ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
論
者
の
種
六
の
見
解
を
つ
け
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
（
１
）
　
こ
の
点
を
実
証
す
る
も
の
と
し
て
、
ア
メ
リ
ヵ
会
計
学
会
、
会
杜
財
務
諸
表
会
計
諸
概
念
お
よ
び
諸
基
準
に
関
す
る
委
員
会
に
よ
っ
て
公
表

　
　
さ
れ
た
サ
プ
レ
メ
ソ
タ
リ
ィ
・
ス
テ
ィ
ト
メ
ソ
ト
第
四
号
「
会
計
原
則
と
課
税
対
象
た
る
利
益
」
に
お
い
て
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

　
　
る
。
す
な
わ
ち
、
．
「
米
合
衆
国
の
税
法
に
よ
っ
て
、
国
会
は
会
杜
の
純
益
に
課
税
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
法
律
の
実
施
、
お
よ
び
そ
の
行
政
処
理

　
　
に
於
て
・
ポ
る
い
は
・
税
務
法
廷
の
判
例
の
結
果
と
し
て
・
一
般
に
認
め
ら
れ
た
会
計
原
則
の
も
と
で
、
財
務
諸
表
作
製
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
　
る
純
益
の
決
定
法
か
ら
背
離
す
る
よ
う
な
、
課
税
対
象
た
る
利
益
の
決
定
法
が
発
展
し
て
来
た
」
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
、
「
目
的
に
於
げ
る
こ

　
　
れ
ら
の
相
違
点
に
も
拘
ら
ず
企
業
が
主
と
し
て
便
宜
的
な
理
由
か
ら
、
そ
の
会
計
実
践
を
、
所
得
税
法
規
の
影
響
に
ょ
っ
て
左
右
せ
ら
れ
る
に
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
＊

　
　
せ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
」
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。

　
　
・
＞
．
戸
＞
二
ぎ
８
；
ま
品
Ｏ
昌
・
｛
誌
彗
｛
・
。
ま
己
胃
穿
昌
亭
・
冒
品
Ｏ
・
｛
・
尋
・
ヨ
星
冒
一
巴
Ｏ
。
葦
・
冒
９
富
彗
ｑ
Ｏ
。
毛
旦
・
冒
彗
誌

　
　
　
（
邦
訳
九
三
頁
）

、



　
＊
＊
　
＞
．
＞
．
＞
二
Ｈ
ｇ
ｐ
（
邦
訳
九
四
頁
）

（
２
）
別
の
稿
で
、
わ
た
く
し
は
、
ア
メ
リ
ヵ
に
お
げ
る
割
賦
販
売
の
会
計
実
務
を
詳
細
に
検
討
し
、
そ
の
要
点
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
お
い

　
た
。

　
ー
　
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
割
賦
販
売
の
会
計
実
務
は
税
法
に
規
制
さ
れ
て
発
展
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
基
本
的
に
は
企
業
に
・
お
け
る
日
常
の

　
　
取
引
記
帳
と
は
別
に
、
割
賦
基
準
を
税
務
対
策
と
し
て
利
用
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

２
　
そ
の
結
果
、
会
計
実
務
で
は
割
賦
販
売
の
契
約
方
法
に
お
け
る
法
的
内
容
に
関
係
な
く
そ
の
取
引
が
同
一
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
。

　
３
　
割
賦
基
準
に
よ
る
繰
延
は
、
総
利
益
の
み
に
限
ら
れ
て
お
り
、
費
用
お
よ
び
雑
収
入
は
繰
延
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
４
　
ま
た
、
割
賦
基
準
を
利
用
す
る
、
場
合
で
も
目
常
の
記
録
は
、
発
生
主
義
に
よ
っ
て
記
帳
さ
れ
て
い
る
。

　
５
　
納
税
申
告
の
た
め
に
は
、
割
賦
基
準
と
発
生
主
義
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
利
用
し
て
い
る
。

　
６
　
以
上
の
会
計
実
務
を
統
一
的
に
行
う
た
め
（
潮
肝
冊
灘
戸
片
ぴ
識
謹
き
餅
）
十
（
菖
球
壁
舜
肖
寧
紛
行
訴
ｑ
び
斗
粉
騨
斗
一
一
餅
）
１
（
蜜
耕
壁

　
　
買
誹
寧
紛
行
訴
ｑ
ぴ
斗
洪
騨
き
躰
）
１
１
（
壁
貫
牒
犠
石
片
ぴ
灘
譲
き
謀
）

　
　
の
算
定
式
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

　
７
　
こ
の
算
定
式
は
、
そ
の
ま
ま
割
賦
基
準
を
選
択
す
る
場
合
や
、
簿
記
手
続
の
原
理
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
８
　
他
方
、
こ
の
計
算
を
ス
ム
ー
ス
に
行
な
う
た
め
に
、
会
計
技
術
が
、
目
常
の
会
計
記
録
と
は
別
に
発
展
し
て
い
る
。

　
＊
　
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
に
１
お
げ
る
割
賦
財
売
会
計
－
と
く
に
割
賦
基
準
の
選
択
と
そ
の
計
算
に
１
つ
い
て
１
」
総
合
経
営
第
十
巻
第
三
号
四
七
頁
。

（
３
）
　
一
般
的
な
か
た
ち
で
は
あ
る
が
、
Ａ
Ｉ
Ａ
企
業
所
得
研
究
委
員
会
が
、
っ
ぎ
の
如
く
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
割
賦
販
売
会
計
に
っ

　
て
も
お
て
は
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
会
計
上
の
諸
概
念
を
実
践
に
移
す
に
際
し
て
は
、
よ
り
一
層
意
味
あ
る
も
の
に
し
よ
う
と

　
す
る
目
的
と
実
践
上
の
多
様
性
を
整
理
し
よ
う
と
す
る
目
的
と
の
問
に
絶
え
ざ
る
相
剋
が
あ
る
。
一
般
の
人
々
は
現
行
の
会
計
方
法
が
き
わ
め
て

　
多
様
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
　
会
計
専
門
察
は
、
　
種
六
の
分
野
に
存
在
す
る
多
様
性
の
範
囲
を
縮
少
し
ょ
う
と
絶
え
ず

　
　
　
割
賦
販
売
会
計
に
お
げ
る
総
利
益
の
算
出
方
法
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
七
二
三
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
（
七
二
四
）

努
力
し
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
争
、
杜
会
の
変
化
、
重
税
、
お
よ
び
価
格
水
準
の
激
動
は
新
間
題
を
創
出
し
つ
つ
お
り
、
こ
れ
ら
の
新
間
題
は
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

な
っ
た
方
法
で
処
理
さ
れ
て
い
る
」
。

＊
　
射
毛
◎
ユ
◎
｛
Ｏ
ｏ
ｇ
Ｏ
｝
○
『
昌
勺
ｏ
目
吋
畠
－
箏
鶉
。
。
Ｈ
昌
ｏ
８
¢
一
〇
プ
彗
ｏ
ｑ
ぎ
ｏ
ｑ
Ｏ
◎
昌
｛
誌
ｏ
｛
団
畠
｛
■
鶉
。
。
Ｈ
目
８
昌
９
勺
・
Ｈ
◎
９
（
邦
訳
一
七
四
頁
）

二
　
少
数
の
商
品
の
販
売
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
周
知
の
よ
う
に
、
一
般
に
は
、
割
賦
販
売
に
対
す
る
利
益
の
認
識
方
法
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
四
つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

１
　
販
売
の
年
度
に
、
利
益
全
部
を
計
上
し
、
貸
倒
損
失
、
代
金
回
収
費
お
よ
び
取
戻
し
商
品
の
修
繕
費
に
た
い
す
る
諾
引
当
金
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
計
上
す
る
方
法
。
こ
の
方
法
は
、
発
生
主
義
（
き
ｇ
§
－
ｇ
券
）
の
適
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

２
　
代
金
の
回
収
に
も
と
づ
い
て
利
益
を
計
上
す
る
方
法
。
こ
の
方
法
は
、
さ
ら
に
、
つ
ぎ
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
Ａ
　
最
初
の
代
金
の
回
収
を
原
価
の
回
収
と
考
え
回
収
代
金
が
、
原
価
を
超
え
る
ま
で
は
利
益
は
計
上
さ
れ
な
い
と
い
う
方
法
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
　
こ
の
方
法
に
よ
る
と
、
利
益
は
、
原
価
全
部
が
回
収
さ
れ
て
し
ま
う
ま
で
は
計
上
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
　
の
方
法
は
、
原
価
回
収
法
（
Ｏ
◎
。
・
け
零
８
き
昌
峯
ｏ
艘
ａ
）
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
Ｂ
　
前
述
の
原
価
回
収
法
と
は
逆
に
、
最
初
の
代
金
の
回
収
を
原
価
の
回
収
と
考
え
る
方
法
。
こ
の
場
合
に
は
、
初
め
に
利
益
が

　
　
計
上
さ
れ
、
し
か
る
の
ち
に
原
価
が
回
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
方
法
は
、
ま
た
、
利
益
実
現
法
（
～
◎
ま
か
＄
爵
き
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

　
　
呂
¢
亭
◎
ｑ
）
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
Ｃ
　
回
収
代
金
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
販
売
価
格
全
部
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
原
価
と
利
益
と
の
同
じ
割
合
で
、
利
益
お
よ
び

　
　
原
価
の
回
収
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
と
み
な
す
方
法
。
こ
の
方
法
は
、
割
賦
販
売
会
計
に
お
い
て
は
、
最
も
あ
り
ふ
れ
た
方
法

、



　
　
で
あ
っ
て
、
と
く
に
、
割
賦
基
準
（
一
易
邑
－
昌
ｏ
等
ｇ
の
包
と
云
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
利
益
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

　
　
原
価
法
（
寄
◎
睾
－
Ｏ
易
け
竃
ｏ
亭
ａ
）
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
、
利
益
実
現
法
と
原
価
回
収
法
と
の
問
の
妥
協
物
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

　
　
い
し
は
、
両
者
の
結
合
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
る
と
、
回
収
さ
れ
る
代
金
ご
と
に
、
原
価
と
利
益
と
の
比
率
に
従
っ
て
、
原

　
　
価
の
部
分
的
な
回
収
お
よ
び
、
見
込
利
益
の
部
分
的
な
実
現
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
こ
の
場
合
の
利
益
の
計
算
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
識
　
　
　
ト
　
　
　
　
窃
Ｈ
８
…
…
…
Ｈ
８
ざ

　
　
　
　
　
　
　
尉
ト
詞
苗
　
　
　
　
省
　
８
…
…
…
８
さ

　
　
　
　
　
　
　
議
一
き
　
餅
　
　
　
　
胡
　
ト
ｏ
…
：
・
…
き
ざ

　
　
　
回
収
代
金
が
、
二
〇
ド
ル
で
あ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
し
て
、
実
現
総
利
益
お
よ
び
回
収
原
価
が
計
算
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
桃
蝿
誘
き
餅
　
　
　
　
省
８
ｅ
き
ざ
…
・
…
・
・
胡
　
ｏ
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
回
貴
珂
自
　
　
　
窃
８
ｅ
８
ざ
・
…
：
…
窃
Ｈ
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
吟
　
　
　
睾
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
８
ざ
　
　
　
　
窃
８

　
割
賦
販
売
に
対
す
る
利
益
の
認
識
方
法
に
つ
い
て
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
四
つ
の
方
法
を
あ
げ
た
が
、
こ
れ
ら

の
方
法
の
う
ち
、
ア
メ
リ
ヵ
に
お
い
て
、
課
税
目
的
と
し
て
、
内
国
歳
入
法
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
発
生
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

義
に
よ
る
方
法
と
、
割
賦
基
準
に
よ
る
方
法
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
割
賦
販
売
の
会
計
実
務
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
つ
の
方
法
が
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

っ
ど
も
ひ
ろ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
発
生
主
義
に
よ
る
方
法
は
、
掛
売
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
た
め
に
間
－
題
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
割
賦
基
準
に
よ
る
方
法
を
検

　
　
　
割
賦
販
売
会
計
に
お
げ
る
総
利
益
の
算
出
方
法
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
（
七
二
五
）

凹
岬

｝榊…

●



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
四
号
）

討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
少
数
の
商
品
の
販
売
の
場
合
を
、
甲
戸
艮
§
昌
に
し
た
が
っ
て
、

　
ま
ず
、
つ
ぎ
の
事
柄
を
仮
定
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
識
ト
ー
べ
泣
旨
回

　
　
　
　
　
　
　
　
濁
哉
自
諜

　
　
　
　
　
　
　
　
詞
　
　
　
富

　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
闘
哉
禽
諦
芥
茸
叫
ぴ
酋
餅
ｅ
蓮
吟

　
　
　
　
　
　
　
湾
哉
肯
瞬
廿
芥
断
ｑ
ぴ
回
貢
弁
紛

　
　
　
　
　
　
　
　
激
　
　
　
紛

　
　
　
　
　
　
　
　
泣
　
買
紛

　
総
利
益
全
部
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
　
（
直
接
的
に
か
、

に
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
　
（
以
下
単
位
は
す
、
＼
て
ド
ル
）

伶
員
８
◎

向
昌
ち
８

向
　
蜆
も
８

　
　
一

。
。
。
。
１
．
ざ

　
　
ｏ
ｏ向尚

ｏ
。
ち
８

Ｈ
ち
８

一
〇
四
　
（
七
二
六
）

仮
設
例
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、

　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

ま
た
は
年
度
の
終
り
に
以
下
述
べ
る
記
入
に
よ
っ
て
）
繰
延
総
利
益
勘
定

壁
寛
闘
甜
蒲
滞
轟
註
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誘
き
餅
吟
埣
　
　
　
　
　
９
８
ｏ

　
代
金
の
回
収
は
、
現
金
勘
定
の
借
方
、
得
意
先
勘
定
の
貸
方
へ
記
録
さ
れ
る
。
得
意
先
勘
定
は
、
そ
の
勘
定
に
、
取
引
の
完
全
な

記
録
を
残
す
た
め
に
、
商
品
の
全
販
売
価
格
で
も
っ
て
借
方
記
入
す
べ
き
で
あ
り
、
頭
金
は
、
貸
方
に
記
入
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
・



　
割
賦
金
が
各
月
の
は
じ
め
に
定
期
的
に
回
収
さ
れ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
得
意
先
勘
定
は
、

あ
ら
わ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
華
帥
　
冷
　
聾
　
耐

そ
の
年
の
終
り
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

べ
＼
旨
哉
ト
　
　
　
　
　
旨
ち
８

べ
＼
旨
蝉
紛

的
＼
－
　
ミ

り
＼
一
　
ミ

昌
＼
一
　
ミ

Ｈ
Ｈ
＼
Ｈ
　
ミ

ｓ
＼
Ｈ
　
ミ

ｃ
ｏ
も
８
－

一
ｇ
ｏ

Ｈ
も
８

一
ｇ
ｏ

Ｈ
も
８

Ｈ
ｂ
８

　
一
〇
、
五
〇
〇
ド
ル
が
回
収
さ
れ
、
販
売
価
格
に
対
す
る
利
益
の
割
合
が
、
三
三
・
三
三
バ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
っ
た
か
ら
、
利
益
は
、

一
〇
、
五
〇
〇
ド
ル
の
三
分
の
一
、
す
な
わ
ち
、
三
、
五
〇
〇
ド
ル
が
実
現
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
総
利
益
の
う
ち
、
こ
の
実

現
し
た
部
分
は
、
つ
ぎ
の
仕
訳
に
よ
っ
て
、
そ
の
年
度
に
お
け
る
利
益
に
計
上
さ
れ
る
。

　
畠
＼
ｃ
〇
一
　
塾
買
潮
哉
蒲
滞
轟
き
餅
　
　
ｏ
〇
一
８
◎
　
　
蛍
眺
　
　
ｏ
．
ｂ
８

　
こ
の
仕
訳
の
結
果
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壁
舜
筒
誹
蒲
嵩
弱
註
餅

錨
餅
〉

・
。
な
８

錨

誘
註
餅
珍
埣

　
餅

９
８
ｏ

柵
灘
き
餅
　
　
　
　
　
ｃ
ｏ
ｂ
８

割
賦
販
売
会
計
に
お
げ
る
総
利
益
の
算
出
方
法
（
桑
原
）

一
〇
五
　
（
七
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
、
（
七
二
八
）

割
賦
金
残
額
が
回
収
さ
れ
る
と
、
繰
延
総
利
益
勘
定
に
お
け
る
残
高
は
、
損
益
勘
定
に
振
替
え
ら
れ
る
。

繰
延
総
利
益
勘
定
設
定
の
た
め
の
手
続
は
、
商
品
勘
定
が
、
恒
久
棚
卸
法
（
肩
昌
ｇ
§
二
毫
彗
８
ｑ
げ
轟
包
に
も
と
づ
い
て
い

る
か
、
ま
た
は
、
期
末
棚
卸
法
（
潟
ま
◎
昌
８
二
毫
彗
８
昌
げ
～
の
芭
に
も
と
づ
い
て
い
る
か
の
い
づ
れ
か
に
よ
っ
て
い
る
。

　
二
つ
の
方
法
に
よ
る
典
型
的
な
仕
訳
を
例
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
同
種
の
三
箇
の
商
品
が
仕
入
れ
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
繭
》
菖
壇
蹄

ヰ
＞
ー
ミ
Ｈ

　
菖
壇
酔
艶
　
ｃ
ｏ
９
８
◎
　
　
騨
　
　
・
　
紛

甜
ト
ー
べ
＼
旨

　
載
　
　
疎
　
　
浄
　
畠
も
８
　
　
蟄
壇
悪
串

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
滞
弱
き
財

講
　
宵
ｌ
ｓ
＼
ｏ
・
Ｈ

蒲
滞
轟
き
餅
　
　
○
ｏ
な
８

斌
　
　
　
　
餅

一
箇
が
販
売
さ
れ
た
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
。

ｏ
。
◎
も
８

Ｈ
９
◎
８

９
◎
８

ｃ
。
も
８

ヰ
　
　
　
　
＞

華

庄皿
、
Ｆ
ヒ
’

錨
誹
菖
壇
粛

０
，
９
８
０
　
濁

浄
　
寅
８
◎

菖
酋
承
艶

壁
買
闘
誹
詞
自

壁
冤
閏
誹

８
も
８

ざ
も
８

岩
も
８

蒲
滞
轟
さ
餅
　
　
ｃ
ｏ
も
８

塾
買

紛
　
○
。
９
◎
８

甜

芹
　
　
　
　
＞

壁
翼
濁
誹
珂
禽

蒲
滞
諦
き
餅

厳
　
　
　
　
餅

昂
ち
８

ｏ
。
◎
も
８

昌
も
８

９
８

ｏ
ｏ
も
８

　
期
末
棚
卸
法
は
、
仕
入
勘
定
に
借
方
記
入
さ
れ
て
い
る
商
品
が
、
同
時
に
、
普
通
の
掛
売
と
割
賦
販
売
と
で
販
売
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
一
般
に
は
実
行
不
可
能
で
あ
る
。
期
末
棚
卸
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
売
上
商
品
原
価
は
販
売
さ
れ
た
す
べ
て
の

－



　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

商
品
の
原
価
で
あ
る
。
そ
し
て
、
割
賦
金
ご
と
の
売
上
商
品
の
部
分
的
な
原
価
は
個
大
に
は
決
定
さ
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
も
し
も
、

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
商
品
が
同
じ
総
利
益
率
で
販
売
さ
れ
、
そ
し
て
割
賦
販
売
と
普
通
の
販
売
が
同
じ
利
益
率
で
販
売
さ
れ
る
な
ら
ば

（
起
り
え
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
）
割
賦
販
売
に
お
け
る
繰
延
総
利
益
は
割
賦
売
上
高
に
総
利
益
率
を
乗
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
決
定

す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
（
４
）
　
四
っ
の
方
法
を
あ
げ
て
い
る
著
書
と
し
て
、
っ
ぎ
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　
オ
．
向
．
内
實
屋
ま
８
・
庁
淳
声
○
。
一
目
・
量
ぎ
く
彗
・
＆
ぎ
８
；
弍
目
。
・
Ｌ
り
員
Ｎ
己
・
ら
二
弓
．
冨
○
～
ま
－
．

　
　
　
＞
．
声
｝
・
一
昌
窃
俸
目
．
＞
．
薫
一
胃
一
Ｈ
ま
胃
豪
９
牡
・
＞
…
昌
庄
目
。
・
二
婁
巨
ｑ
・
ら
．
二
鵠
卜
弓
．
き
心
～
仁
鼻

　
　
声
＞
．
ヨ
昌
苧
勺
ま
喜
一
霧
・
｛
ぎ
・
昌
■
ま
。
・
二
津
實
旨
邑
註
－
畠
・
。
戸
事
轟
○
～
轟
Ｈ
・

　
　
　
声
＞
．
皇
昌
苧
軍
ぎ
芭
窃
・
｛
＞
・
・
昌
■
ま
。
・
一
ぎ
く
彗
８
０
工
邑
・
Ｐ
一
Ｈ
違
９
勺
．
司

　
　
　
声
＞
．
ヨ
昌
２
序
目
目
．
；
自
３
串
一
己
〇
一
窃
・
｛
ぎ
・
・
旨
ま
。
・
一
己
事
目
・
邑
ト
庄
三
曇
ド
事
Ｈ
Ｈ
Ｏ
～
旨
○
・

　
　
　
戸
オ
こ
Ｏ
プ
易
◎
Ｐ
Ｈ
ま
胃
冒
＆
一
牡
・
ぎ
８
旨
ま
胴
二
署
ぎ
｛
・
ら
二
畠
箪
弓
．
Ｓ
○
～
Ｓ
－
．

　
　
　
代
金
の
回
収
に
も
と
づ
い
て
利
益
を
計
上
す
る
方
法
の
み
を
あ
げ
て
い
る
も
の
、

　
　
　
Ｈ
｝
弓
色
・
・
淳
声
Ｏ
．
旨
自
９
ｂ
軍
・
昌
邑
箒
ぎ
８
旨
庄
自
。
・
－
嚢
・
。
ら
勺
．
畠
○
～
肇
・

　
　
　
■
．
Ｈ
．
３
ま
俸
■
．
オ
．
・
。
・
プ
彗
一
耳
ま
く
彗
・
＆
ぎ
８
；
ま
。
・
し
漫
０
ら
．
蜆
．

　
　
　
向
．
＞
．
○
Ｏ
筆
・
鼻
岩
◎
宇
昌
軍
曽
ま
邑
ぎ
８
；
ま
。
・
二
牙
Ｐ
冒
三
Ｈ
虞
９
勺
二
。
。
べ
．

　
　
　
－
－
Ｏ
｝
嘗
く
庁
－
箏
淳
旨
一
Ｎ
｛
箏
目
Ｉ
ｏ
ユ
目
ｏ
ｑ
、
＞
｛
く
ｐ
■
ｏ
ｏ
｛
＞
ｏ
ｏ
ｏ
自
目
弐
目
ｏ
ｑ
勺
Ｈ
ｏ
げ
庁
Ｈ
目
．
ｏ
ｏ
弓
｝
¢
○
Ｈ
ｋ
２
箏
ら
勺
Ｈ
ｇ
ｏ
弐
ｏ
ｇ
Ｈ
ｏ
ｍ
ｏ
◎
一
勺
・
べ
り
・

　
　
　
発
生
主
義
と
割
賦
基
準
の
み
を
あ
げ
て
い
る
も
の
。

　
　
　
○
．
申
｝
易
茅
己
俸
オ
こ
．
・
。
・
巨
・
ま
■
Ｈ
目
ぎ
ま
・
↑
・
ｑ
＞
・
・
Ｏ
昌
葦
岬
．
畠
事
竃
．
昌
・
。
～
肯
Ｏ
．

　
　
　
印
字
○
奏
易
降
印
一
）
．
寮
昌
・
亭
＞
８
昌
ま
事
日
§
彗
迂
ｑ
Ｈ
プ
８
ｑ
彗
ら
厚
碧
ま
・
二
己
・
ｑ
二
嚢
Ｏ
ら
．
ま
Ｏ
・

　
　
　
割
賦
販
売
会
計
に
お
け
る
総
利
益
の
算
出
方
法
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
（
七
二
九
）

－榊神…一

耐



　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
四
号
）
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
（
七
三
〇
）

　
発
生
主
義
、
割
賦
基
準
、
原
価
回
収
法
の
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
も
の
。

射
．
声
旨
旨
釘
◎
豪
～
ぎ
睾
一
曇
宇
８
ｑ
彗
ら
巾
§
・
ま
〇
一
〇
亭
筆
し
漫
◎
ら
．
お
◎
．

　
な
お
、
不
動
産
の
割
賦
販
売
に
お
い
て
、
そ
の
利
益
計
上
の
方
法
と
し
て
、
七
っ
の
方
法
を
あ
げ
て
い
る
も
の
に
、
っ
ぎ
の
論
文
が
あ
る
。

オ
．
旨
暮
巨
・
き
Ｈ
易
邑
昌
彗
汁
Ｏ
．
Ｐ
－
窃
Ｏ
｛
雰
巴
臣
汁
牡
０
二
昌
・
§
一
◎
｛
８
８
；
汁
彗
２
二
｛
“
二
８
ド
竃
．
－
竃
２
§
Ｈ
一

　
つ
ぎ
に
、
こ
れ
ら
の
諸
方
法
に
対
す
る
論
老
の
主
な
る
見
解
を
示
せ
ば
、
っ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

１
　
声
＞
・
ヨ
目
冒
｝
の
見
解

　
声
＞
．
ヨ
目
篶
｝
は
、
前
述
の
発
生
主
義
に
よ
る
方
法
を
、
　
「
販
売
の
年
度
に
利
益
全
部
を
計
上
し
、
貸
倒
損
失
、
代
金
回
収
費
用
お
よ
び
取

戻
し
商
品
の
修
繕
の
諸
引
当
金
を
計
上
す
る
方
法
」
と
定
義
し
、
こ
の
方
法
に
対
し
て
は
、
理
論
的
に
は
「
恐
ら
く
、
最
も
よ
い
方
法
で
お
る
」

と
云
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
販
売
が
行
わ
れ
た
時
に
利
益
を
計
上
し
、
そ
し
て
同
時
に
、
こ
の
利
益
に
対
し
売
上
に
よ
り
生
じ
た
損
失

お
よ
び
費
用
を
っ
ぐ
な
う
の
に
充
分
な
金
額
を
引
当
て
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
お
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
甲
＞
．
ヨ
目
篶
｝
は
、
こ
の
場

合
、
貸
倒
損
失
や
代
金
回
収
費
用
を
な
ん
ら
か
の
合
理
的
た
正
確
さ
で
も
っ
て
評
価
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
な
こ
と
が
多
い
と
云
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
声
＞
．
ヨ
昌
２
は
、
さ
ら
に
、
以
上
の
外
に
、
っ
ぎ
の
実
際
的
な
不
都
合
を
付
け
加
え
て
い
る
。
　
（
こ
の
こ
と
は
、
二
版
で
は
言
及
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
＊
＊

い
な
か
っ
た
三
版
以
後
は
っ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
－
桑
原
）
そ
れ
は
、
代
金
回
収
費
用
お
よ
び
取
戻
し
商
品
の
修
理
に
対
す
る
引
当
金
は
、
所
得

税
目
的
か
ら
は
控
除
を
ゆ
る
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
発
生
主
義
に
よ
る
方
法
を
一
般
的
に
適
用
し
て
い
る
会
杜
は
、
支

出
基
準
（
¢
老
彗
ま
ま
冨
げ
婁
む
に
も
と
づ
い
て
費
用
を
申
告
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

　
っ
ぎ
に
、
原
価
回
収
法
に
対
し
て
は
、
余
り
に
も
保
守
的
で
あ
り
、
そ
の
商
品
が
取
り
戻
さ
れ
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
、
商
品
が
取
り
戻
さ
れ

た
時
に
、
純
価
値
（
罵
片
；
－
亮
）
が
な
い
場
合
で
な
け
れ
ば
普
通
、
正
当
視
さ
れ
な
い
と
云
っ
て
い
る
。

　
利
益
実
現
法
に
対
し
て
は
、
回
収
さ
れ
た
商
品
の
償
却
が
危
ぶ
ま
れ
る
た
め
に
、
余
り
に
も
保
守
性
が
な
さ
す
ぎ
る
と
云
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
＊
＊

　
以
上
に
よ
り
、
甲
戸
ヨ
箏
目
２
は
、
結
局
、
割
賦
基
準
を
支
持
す
る
の
で
あ
る
が
、
声
向
・
冒
旨
雲
と
の
共
著
に
な
っ
て
い
る
第
五
版
で

、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
、
そ
の
理
由
づ
げ
と
し
て
、
よ
り
よ
い
期
間
的
な
費
用
・
収
益
の
対
応
の
観
点
よ
り
考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
第
一
の
理
由
と
し
て
は
、
割
賦
販
売
は
、
普
通
の
販
売
よ
り
も
代
金
の
回
収
費
の
た
め
の
引
当
金
を
見
稜
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
、
ず
っ

と
困
難
で
あ
ろ
う
と
云
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
代
金
の
決
済
を
割
賦
金
で
も
っ
て
決
済
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
す
ぐ
に
決
済
出
来
な
い
者
で
あ

る
か
、
短
期
信
用
で
決
済
出
来
な
い
財
務
状
態
の
者
に
対
し
て
、
ま
た
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
は
、
割
賦
で
さ
え
決
済
で
ぎ
な
い
し
、
ま
た
決

済
し
よ
う
と
し
な
い
も
の
に
対
し
て
信
用
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
に
よ
れ
ば
、
商
品
の
取
戻
し
権
は
必
ず
し
も
、
売
手
に
適
当
な
保
護
を

与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
商
品
の
状
態
は
中
古
商
品
で
お
る
か
ら
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

　
第
二
の
理
由
と
し
て
は
、
割
賦
販
売
の
諸
費
用
は
、
販
売
以
後
の
年
度
で
は
、
普
通
、
一
般
の
販
売
に
関
連
し
て
発
生
す
る
も
の
よ
り
も
、
多

く
の
諸
費
用
を
伴
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
割
賦
販
売
で
は
、
よ
り
多
く
の
代
金
回
収
費
お
よ
び
簿
記
費
（
竃
Ｏ
○
；
庄
轟

、
。
。
汁
。
。
）
が
必
要
で
お
る
。
ま
た
、
買
手
が
追
加
的
な
支
払
を
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
た
め
に
、
販
売
価
額
が
完
全
に
回
収
さ
れ
る
ま
で
は
、
商

品
の
取
戻
し
を
す
る
か
、
ま
た
は
、
担
保
物
と
な
っ
て
い
る
商
品
に
っ
い
て
、
売
手
の
持
分
を
保
護
す
る
こ
と
が
売
手
に
と
っ
て
必
要
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
も
し
も
商
品
が
取
戻
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
再
販
売
の
た
め
に
修
繕
す
る
時
に
諸
費
用
が
、
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
と
云
っ
て
い

る
。　

彼
等
に
お
い
て
は
、
収
益
．
費
用
の
対
応
を
念
頭
に
お
ぎ
な
が
ら
も
、
実
際
的
な
観
点
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
特
徴
的
な
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
声
＞
・
雲
昌
書
里
己
喜
・
。
・
｛
＞
§
昌
ま
閑
し
目
奪
塞
ら
華
９
嚢
卜
電
．
§
～
§
．

・
、
声
＞
・
皇
昌
書
勺
、
ぎ
｛
窃
亀
ぎ
８
；
ま
胴
－
邑
く
彗
・
き
・
。
己
多
Ｈ
婁
一
事
違
～
司

迂
声
戸
室
目
目
、
＜
淳
｝
』
』
旨
・
、
・
里
冒
芭
鶉
亀
ぎ
８
昌
ま
泰
芽
彗
・
邑
ミ
＝
Ｐ
－
Ｈ
竃
ら
勺
．
曇
～
Ｓ
９

、
＊
・
声
苧
皇
昌
、
｝
俸
｝
』
・
曇
ぎ
里
旨
喜
一
鶉
・
；
§
昌
ま
胴
二
目
ぎ
庄
目
・
汁
・
｛
算
＝
｛
．
」
ｏ
睾
勺
．
｛
鼻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

２
　
向
・
Ｈ
・
司
喜
ｏ
と
■
・
考
・
ｏ
ｏ
ぎ
冒
ま
の
見
解

　
割
賦
販
売
会
計
に
お
げ
る
総
利
益
の
算
出
方
法
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
（
七
ご
二
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
（
七
三
二
）

　
向
・
Ｈ
・
３
¢
巨
と
■
．
オ
・
０
Ｄ
ぎ
昌
奉
は
、
発
生
主
義
に
つ
い
て
は
特
別
に
評
価
を
与
え
て
い
な
い
。

　
原
価
回
収
法
口
対
し
て
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
こ
の
方
法
は
、
超
保
守
的
で
あ
る
が
、
も
し
も
商
品
が
取
戻
さ
れ

た
時
に
少
し
か
、
ま
た
は
全
然
、
再
販
売
価
格
が
な
い
場
合
お
よ
び
最
後
の
代
金
回
収
よ
り
の
損
失
が
大
ぎ
い
と
思
は
れ
る
場
合
に
は
、
適
正
で

あ
る
」
と
云
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
利
益
実
現
法
に
対
し
て
は
、
　
「
こ
の
方
法
は
、
衣
服
の
よ
う
に
、
急
速
に
－
価
値
を
失
う
製
品
に
は
適
当
で
は
な
い
が
、
高
貴
石
、
土
地

等
六
の
よ
う
な
製
品
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
損
失
の
可
能
性
は
、
商
品
の
取
戻
し
の
場
合
に
お
い
て
も
、
全
く

縁
遠
い
も
の
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
種
の
資
産
の
あ
る
も
の
は
、
現
実
に
価
格
が
上
昇
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
態
の
も
と
で
発
生

す
る
唯
一
の
損
失
は
、
盗
難
ま
た
は
火
災
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
’
保
険
可
能
な
リ
ス
ク
で
あ
る
」
。
し
か
し
、
と
は
云

う
も
の
の
、
彼
等
は
、
　
「
こ
の
方
法
は
、
一
般
的
な
目
的
と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
保
守
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
」
。
こ
ど
を
指
摘
し
て

い
る
。

　
最
後
に
、
割
賦
基
準
に
よ
る
方
法
（
彼
等
に
よ
れ
ば
、
利
益
・
原
価
法
）
に
た
い
し
て
は
、
　
「
他
の
二
っ
の
方
法
（
す
な
わ
ち
、
原
価
回
収
法

と
利
益
実
現
法
－
桑
原
）
に
お
げ
る
あ
ら
ゆ
る
欠
陥
を
克
服
す
る
と
同
時
に
、
普
通
の
販
売
と
同
様
、
割
賦
販
売
の
取
扱
い
に
っ
い
て
の
障
害
を

も
克
服
す
る
も
の
で
あ
る
」
。
と
云
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
こ
の
方
法
は
「
割
賦
制
に
も
と
づ
い
て
販
売
さ
れ
る
い
か
な
る
製
品
に
も

適
用
さ
れ
る
」
も
の
で
あ
る
と
云
っ
て
い
る
。

＊
■
．
Ｈ
．
３
・
５
俸
■
．
オ
．
・
。
訂
冒
一
耳
ぎ
く
竃
・
＆
ぎ
８
昌
汁
ぎ
。
・
二
漫
９
竃
．
閉
～
Ｈ
９

３
　
－
・
｝
弓
毫
－
ｏ
Ｈ
と
申
ｏ
・
冒
巨
害
の
見
解

　
－
卑
弓
導
－
◎
『
と
申
Ｏ
・
旨
旨
胃
は
、
代
金
の
回
収
に
も
と
づ
い
て
利
益
を
計
上
す
る
方
法
の
み
を
あ
げ
、
発
生
主
義
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て

い
な
い
が
、
利
益
実
現
法
に
対
し
て
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。
　
「
こ
の
考
え
の
支
持
者
は
、
商
品
の
売
手
は
、
販
売
商
品
に
対
し
て
は
、

動
産
担
保
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
商
品
の
取
戻
し
の
場
合
で
さ
え
も
、
損
失
の
可
能
性
を
殆
ん
ど
な
く
し
て
い
る
た
め
に
、
充

、



　
分
保
護
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
指
摘
す
る
」
。

　
　
　
っ
ぎ
に
、
原
価
回
収
法
に
っ
い
て
は
、
「
こ
の
方
法
に
賛
成
す
る
人
は
、
割
賦
契
約
に
ょ
る
支
払
が
将
来
、
長
期
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
に
、

　
商
品
の
取
戻
し
の
場
合
に
は
、
損
失
は
避
け
が
た
い
も
の
で
あ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
恐
怖
よ
り
起
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
云
っ
て
い
る
。
そ

　
し
て
「
価
格
の
低
落
、
失
業
お
よ
び
事
業
活
動
に
お
げ
る
一
般
的
な
低
落
は
、
割
賦
販
売
制
に
よ
り
商
品
を
販
売
す
る
業
者
に
、
損
失
を
も
た
ら

　
す
よ
う
な
複
雑
な
情
況
を
形
成
す
る
。
そ
の
よ
う
な
情
況
に
お
い
て
は
、
こ
の
第
二
の
考
え
方
（
原
価
回
収
法
－
桑
原
）
に
お
げ
る
保
守
主
義
は
、

　
説
得
力
を
も
っ
で
お
ろ
う
。
」
と
云
っ
て
い
る
。

　
　
し
か
し
な
が
ら
、
彼
等
は
、
　
「
最
初
の
方
法
は
、
（
利
益
実
現
法
－
桑
原
）
は
、
極
端
な
状
態
　
　
非
常
に
楽
観
的
な
状
態
に
お
い
て
役
立
っ
、

　
第
二
の
方
法
は
、
　
（
原
価
回
収
法
－
桑
原
）
お
そ
ら
く
保
守
的
す
ぎ
る
と
い
う
欠
点
が
お
る
。
好
気
配
（
ぎ
｛
彗
汁
）
の
予
測
と
い
う
こ
と
も
、

　
超
保
守
主
義
と
い
う
こ
と
も
、
継
続
企
業
の
会
計
の
作
製
に
あ
た
っ
て
は
、
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
第
三
の
方
法
は
、
（
割
賦
基
準
－
桑
原
）

　
中
間
的
な
方
向
を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
正
常
な
時
に
は
、
事
実
の
気
ま
ぐ
れ
に
対
し
、
充
分
な
保
守
性
を
与
え
る
と
同
時
に
、
そ
れ
は
、
過

　
大
な
利
益
を
見
込
ん
だ
り
、
繰
延
べ
た
り
す
る
と
い
う
理
由
で
も
っ
て
、
批
判
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
云
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
－
し
て
、
結

　
局
、
彼
等
は
、
割
賦
基
準
を
も
っ
と
も
妥
当
た
方
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
＊
　
　
－
・
団
・
弓
曽
｝
－
◎
Ｈ
淳
｝
．
〇
一
峯
－
－
¢
■
月
箏
汁
ｏ
ｂ
Ｂ
．
ｏ
江
｛
９
汁
¢
＞
ｏ
ｏ
◎
自
箏
ご
箏
ｏ
ｑ
－
Ｎ
箏
｛
ｏ
Ｏ
．
ｂ
］
ｂ
ｏ
ｏ
◎
◎
－
勺
勺
一
心
ｏ
◎
～
心
ｏ
］
１
一

（
５
）
＞
・
甲
雲
ぎ
霧
皆
申
戸
夢
宥
・
二
姜
．
；
．
き
２

（
６
）
向
・
－
占
竃
俸
■
．
オ
』
・
ぎ
・
・
ぎ
冒
ｑ
．
ら
．
蜆
．

（
７
）
量
ら
．
ら
．
蜆
．

（
８
）
Ｈ
雲
ｏ
．
ら
．
メ

（
９
）
Ｈ
ｇ
ｏ
．
ら
．
べ
．

１
（
１
０
）
Ｈ
巨
ｏ
二
や
印

　
　
　
割
賦
販
売
会
計
に
お
げ
る
総
利
益
の
算
出
方
法
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
七
三
三
）



　
　
立
命
鯖
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
（
七
三
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

（
ｕ
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
わ
た
く
し
は
、
別
の
稿
で
詳
し
く
述
べ
て
お
い
た
。
１

　
＊
　
拙
稿
、
前
掲
論
文
、
四
二
頁
。

（
１
２
）
　
射
．
声
旨
昌
翁
ｏ
冒
¢
ｑ
は
、
ア
メ
リ
ヵ
に
お
げ
る
割
賦
販
売
の
会
計
実
務
に
っ
い
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
ま
ず
、
声
甲
峯
昌
晶
ｏ
昌
ｏ
ｑ
に
ょ
れ
ぱ
、
割
賦
販
売
に
お
げ
る
総
利
益
を
計
上
す
る
方
法
の
う
ち
主
な
も
の
と
し
て
、
っ
ぎ
の
三
っ
を
あ

　
げ
て
い
る
。

　
１
　
発
生
主
義
に
よ
る
方
法
。

　
２
　
割
賦
基
準
に
よ
る
方
法
。

　
３
　
原
価
回
収
法
。

　
　
申
声
峯
昌
厨
◎
旨
ｏ
ｑ
に
よ
る
と
、
こ
の
三
つ
の
方
法
の
う
ち
、
原
価
回
収
法
は
、
実
際
に
は
、
少
し
し
か
利
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
お

　
　
　
　
　
　
　
＊

　
る
と
云
っ
て
．
い
る
。
ま
た
、
他
の
二
つ
の
方
法
の
う
ぢ
、
最
初
に
示
し
た
発
生
主
義
に
よ
る
方
法
が
、
お
そ
ら
く
、
最
も
ひ
ろ
く
利
用
さ
れ
て
い

　
る
も
の
で
お
ろ
う
と
云
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
た
と
え
、
発
生
主
義
に
よ
る
方
法
が
、
帳
簿
に
利
益
を
記
録
す
る
場
合
や
、
財
務
報
告
の
場
合
に

　
利
用
さ
れ
る
と
し
て
も
、
多
く
の
会
杜
で
は
課
税
目
的
と
し
て
利
益
を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
割
賦
基
準
に
よ
る
方
法
を
併
行
し
て
利
用
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
＊
＊

　
る
と
云
っ
て
い
る
。

　
・
射
．
声
曽
昌
猪
昌
宰
ざ
ぎ
睾
一
事
宗
８
ｑ
彗
｛
勺
§
ま
・
一
〇
亭
邑
二
違
◎
ら
・
お
◎
・

　
＊
＊
　
旨
声
一
甲
お
◎
一

（
１
３
）
声
戸
皇
目
冒
｝
の
前
掲
の
著
書
の
う
ち
、
二
版
、
三
版
、
四
版
を
適
宜
利
用
し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
に
お
い
て
、
相
違
点
が
あ

　
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
あ
ぎ
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
を
区
別
し
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
以
下
、
声
＞
・
ヨ
冒
｛
の
引
用
は
す
べ
て

　
こ
れ
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

（
１
４
）
　
な
お
、
税
法
に
お
い
て
は
、
っ
ぎ
の
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
、
実
質
的
に
、
期
末
棚
卸
法
を
是
認
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

、



っ
て
、
実
務
も
、
こ
れ
に
依
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
も
し
も
、
納
税
者
が
、
そ
の
課
税
年
度
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
現
金
売
お
よ

び
割
賦
販
売
に
た
い
し
、
別
六
の
総
利
益
率
が
決
定
し
得
る
よ
う
、
そ
の
帳
簿
に
記
帳
し
え
な
い
場
合
に
は
、
課
税
年
度
の
売
上
全
部
に
対
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

複
合
総
利
益
率
（
Ｐ
８
昌
勺
畠
ま
。
ｑ
Ｈ
畠
。
。
？
◎
串
Ｈ
牡
ｏ
）
を
使
用
す
る
こ
と
が
是
認
さ
れ
て
い
る
」
。

・
－
・
声
薫
８
ヒ
旨
二
邑
昌
昌
・
ま
吋
邑
二
８
Ｕ
邑
婁
ぎ
勺
・
曇
邑
串
・
罵
身
ぎ
宗
き
。
。
－
亭
二
買
塞
。
・
邑
員
・
・
一
．
心
閉
－
多
．

　
ｏ
◎
一
勺
勺
．
ｓ
ｏ
～
べ
一三

　
多
数
の
商
晶
の
販
売
の
場
合

　
少
数
の
商
品
を
割
賦
販
売
制
に
よ
り
販
売
す
る
場
合
に
は
、
前
述
の
ご
と
き
計
算
が
な
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
現
実

に
は
、
多
数
の
商
品
が
割
賦
販
売
制
に
よ
り
販
売
さ
れ
て
い
る
場
合
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
前
述
の
よ
う
に

そ
れ
ぞ
れ
の
売
上
商
品
ご
と
に
総
利
益
率
を
計
算
し
さ
ら
に
、
個
点
の
商
品
の
売
上
高
よ
り
回
収
さ
れ
る
代
金
に
た
い
し
、
別
六
の

総
利
益
率
を
適
用
し
ょ
う
と
す
る
こ
と
は
、
事
実
上
、
実
行
不
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
、
以
下
、
主
と
し
て
、
甲
戸
ヨ
■
屋
『
の
考
察
す
る
と
こ
ろ
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
串
芦
里
彗
阜
は
多
数
の
商
品
を
販
売
す
る
場
合
の
実
現
総
利
益
の
算
出
方
法
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
　
一
会
計
年
度
の
場

合
、
数
会
計
年
度
に
わ
た
る
場
合
、
数
部
門
に
わ
か
れ
て
い
る
場
合
の
三
つ
の
場
合
に
区
分
し
て
い
る
。
甲
戸
艮
昌
｛
に
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
ら
を
仮
設
例
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ
　
一
会
計
年
度
の
場
合

　
こ
こ
で
は
多
数
の
商
品
を
販
売
す
る
場
合
に
お
い
て
、
と
く
に
、
そ
れ
が
一
会
計
年
度
に
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
声
戸
皇
旨
員
に
よ
れ
ば
、
　
一
会
計
年
度
に
わ
た
る
割
賦
売
上
高
合
計
に
対
す
る
総
利
益
率
が
、

　
　
　
割
賦
販
売
会
計
に
・
お
け
る
総
利
益
の
算
出
方
法
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
　
（
七
三
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
窮
四
号
）

そ
の
年
度
の
売
上
よ
り
生
じ
た
売
掛
金
よ
り
の
代
金
回
収
分
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
を
仮
設
例
に
よ
り
示
せ
ば
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
あ
る
年
度
に
つ
ぎ
の
事
項
が
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
壁
舜
甜
ト
珂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
胡
Ｈ
８
ち
８

　
　
　
　
　
　
　
壁
舜
甜
ト
珂
富
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胡
旨
９
８
◎

　
　
　
　
　
　
　
講
　
註
　
餅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
省
　
ｇ
ち
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
誹
ト
亟
芥
茸
叫
ぴ
謙
註
餅
ｅ
壁
珍
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
ｏ
ｏ
．
１
享

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
宕
偉
廿
丑
ｅ
回
芦
声
紛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窃
Ｈ
冨
も
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
渦
溺
欝
首
餅
　
　
省
Ｈ
冨
も
８
ｅ
ｏ
ｏ
ｃ
ｏ
－
ざ
　
　
　
　
窃
　
ｃ
ｏ
９
８
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｃ
ｏ

割
賦
売
掛
金
・
統
制
勘
定
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壁
買
誹
寧
紛
．

Ｂ

　
　
　
　
　
　
　
誹
ト
　
旨
◎
ち
８
回
　
芦
　
Ｈ
冨
も
８

年
度
末
に
帳
簿
が
締
切
ら
れ
る
と
、
繰
延
総
利
益
勘
定
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壁
冤
闘
誹
蒲
滞
誘
註
餅

　
　
　
　
　
　
斌
　
餅
　
〉

数
会
計
年
度
に
わ
た
る
場
合

ｃ
。
蜆
ち
８

謙
き
餅
吟
斗

ｇ
ち
８

一
四
　
（
七
三
六
）

、



　
以
上
に
お
い
て
は
、
一
会
計
年
度
に
多
数
の
商
品
が
販
売
さ
れ
た
場
合
の
会
詐
処
理
に
つ
い
て
述
べ
た
。
つ
ぎ
に
、
こ
れ
ら
の
晦

品
が
数
会
計
年
度
に
わ
た
っ
て
、
継
続
し
て
販
売
さ
れ
、
さ
ら
に
、
代
金
が
同
収
さ
れ
た
易
合
を
ｐ
キ
ヨ
§
昌
に
よ
り
考
察
す

る
こ
と
に
す
る
。

　
一
連
の
継
続
的
な
会
計
年
度
で
は
、
各
年
度
ご
と
に
、
割
賦
販
売
の
総
利
益
率
が
異
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
各
会

計
年
度
ご
と
に
、
割
賦
販
売
に
関
す
る
会
計
資
料
を
分
類
す
べ
き
で
あ
る
。
で
な
け
れ
ば
、
与
え
ら
れ
た
会
計
年
度
に
お
い
て
認
識

さ
れ
る
総
利
益
は
「
　
（
割
賦
販
売
の
最
初
の
年
度
を
除
い
て
）
誤
っ
て
報
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
割
賦
販
売
が
継
続
的

に
数
会
計
年
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
と
す
る
と
、
こ
の
場
合
の
利
益
計
上
の
方
法
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
方
法
の
い
づ
れ
か
が
採
ら

れ
る
。

　
１
　
割
賦
販
売
の
回
収
代
金
を
販
売
の
各
年
度
ご
と
に
分
類
す
る
方
法
。
こ
の
方
法
に
よ
る
と
、
そ
の
期
に
実
現
し
た
繰
延
総
利

　
　
益
を
計
算
す
る
場
合
に
、
総
利
益
率
の
適
切
な
適
用
が
可
能
と
な
る
。

　
２
　
割
賦
売
掛
金
を
販
売
の
年
度
毎
に
分
類
す
る
方
法
。
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
未
回
収
の
割
賦
売
掛
金
勘
定
残
高
に
、
総
利
益

　
　
率
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
適
正
な
繰
延
総
利
益
残
額
の
決
定
が
可
能
と
な
る
。

　
以
上
の
方
法
を
、
例
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
割
賦
販
売
が
一
連
の
継
続
的
な
会
計
年
度
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、
三
ヶ
年
に
わ
た
る
取
引
が
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る

と
仮
定
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宕
ｇ
舟
　
　
　
　
　
宕
胃
肯
　
　
　
　
　
宕
竃
舟

　
　
　
　
　
　
　
誹
ト
酎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵠
Ｈ
昌
◎
８
　
　
　
綿
Ｎ
８
一
８
◎
　
１
　
舗
覇
９
８
０

　
　
　
割
賦
販
売
会
計
に
お
げ
る
総
利
益
の
算
出
方
法
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
（
七
三
七
）

脾概
冊冊

榊
｝

…
“



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ハ
　
（
七
三
八
）

　
　
　
　
　
　
　
哉
ト
詞
富
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
８
ｂ
８
　
　
　
　
　
Ｈ
８
ｂ
８
　
　
　
　
　
竃
蜆
ｂ
８

　
　
　
　
　
　
　
誘
　
酋
　
餅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｇ
ち
８
　
　
　
　
　
ｏ
ｏ
９
８
◎
　
　
　
　
　
竃
“
◎
８

　
　
　
　
　
　
　
誘
き
餅
畿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
。
・
。
叶
さ
　
　
　
　
ト
§
　
　
　
　
岬
§

　
　
　
　
　
　
　
蝉
紛
回
貢
現

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
鵠
ｏ
舟
聾
耐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨
９
８
◎
　
　
　
　
　
ｏ
ｏ
９
８
◎
　
　
　
　
　
　
Ｈ
仰
８
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
宕
胃
舟
聾
耐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
覇
ｂ
◎
◎
　
　
　
　
　
　
ｇ
も
◎
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
お
ｓ
舟
聾
浦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
寄
ち
ｏ
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
弁
紛
回
貫
石
汽
ぴ
渦
蝉
轟
註
猷

　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
写
聾
耐
ご
ｅ
弁
紛
回
貢
９
。
。
“
さ
　
　
。
。
９
８
◎
　
　
　
、
ｏ
・
。
８
　
　
　
　
岬
・
§

　
　
　
　
　
　
　
　
宕
胃
舟
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
ト
◎
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜆
ｏ
も
◎
０
　
　
　
　
　
　
Ｎ
９
◎
◎
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
宕
蜆
Ｎ
廿
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
蜆
◎
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
◎
べ
な
ｏ
ｏ

以
上
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
・
各
会
計
年
度
歪
蚤
し
た
も
の
と
菱
さ
れ
る
総
利
益
の
決
定
と
会
計
処
理
の
そ
れ
ぞ
れ
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

法
を
順
次
述
べ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
二
つ
の
方
法
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
結
果
は
同
じ
で
あ
る
。

第
一
の
方
法

　
回
収
代
金
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
会
計
年
度
に
発
生
し
た
割
賦
売
掛
金
に
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
異
っ

た
総
利
益
率
が
付
せ
う
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
現
金
収
納
帳
に
、
割
賦
売
掛
金
－
一
九
五
〇
年
、
割
賦
売
掛
金
－
一
九
五
一
年

割
賦
売
掛
金
－
一
九
五
二
年
と
い
う
科
目
を
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
補
功
元
帳
と
統
制
働
定
で
は
、
割
賦
売
掛
金
は
、
年

、



度
跳
に
記
入
さ
れ
る
ひ

こ
の
よ
う
な
統
制
勘
定
を
示
す
と
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壁
買
誹
寧
紛
－
岩
９
肯

哉

ト

Ｈ
ｇ
も
ｇ

弁
紛
回
芦
－
宕
９
青

　
一
、
　
－
Ｈ
８
Ｈ
舟

　
一
、
　
１
宕
ｓ
廿

Ｈ
冨
も
８

ｃ
．
９
◎
８

崖
ｂ
８

蓮
買
誹
寧
紛
１
Ｈ
畠
Ｈ
舟

甜

」
い

８
◎
ち
８
　
　
弁
紛
回
芦
Ｉ
Ｈ
竃
Ｈ
肯

　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
１
宕
竃
廿

壁
算
計
寧
紛
－
宕
ｓ
舟

Ｈ
覇
ち
８

ｇ
ｂ
８

　
　
　
　
　
　
　
　
舐
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
切
ｏ
ち
８
　
　
　
弁
紛
回
芦
－
岩
竃
廿
　
　
　
　
Ｈ
寄
も
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

　
一
方
、
繰
延
総
利
益
勘
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
年
度
別
に
記
入
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
繰
延
総
利
益
勘
定
よ
り
損
益
勘
定
へ
の

振
替
は
、
現
金
収
納
帳
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
受
取
勘
定
項
目
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
代
金
の
回
収
額
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ

る
。
前
述
の
仮
定
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
代
金
の
回
収
に
も
と
づ
く
と
、
総
利
益
の
う
ち
で
実
現
部
分
を
示
す
た
め
の
仕
訳
は
、
つ
ぎ

の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
宕
ｇ
廿
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
薄
高
講
き
熟
ー
お
ｇ
争
　
　
ｏ
ｏ
蜆
も
８
　
　
撞
　
辞
　
　
ｃ
。
蜆
ｂ
８

　
　
　
　
　
　
　
宕
胃
肯
斗

　
　
　
割
賦
販
売
会
計
に
お
け
る
総
利
益
の
算
出
方
法
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
（
七
三
九
）



　
　
ｆ
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
四
号
）

　
　
　
　
　
　
蒲
滞
誘
き
餅
１
Ｈ
竃
◎
廿
　
　
Ｈ
９
８
ｏ
　
　
　
錨
　
餅
　
　
８
も
８

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
Ｌ
Ｈ
８
一
舟
　
ｇ
も
８

　
　
　
　
　
お
竃
舟
斗

　
　
　
　
　
　
蒲
滞
謙
註
餅
－
宕
８
舟
　
　
９
◎
８
　
　
　
錨
　
餅
　
Ｈ
旨
ｂ
８

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
１
宕
胃
舟
　
　
Ｎ
◎
ｂ
◎
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
１
宕
岬
Ｎ
希
　
　
ｏ
◎
“
ｇ
〇

一
九
五
二
年
末
現
在
で
は
、
繰
延
総
利
益
勘
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
つ
ぎ
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
滞
講
営
餅
１
Ｈ
竃
◎
舟

一
八
　
（
七
四
〇
）

宕
ｇ
舟
ｅ
厳
餅
聾
耐
〉

お
串
舟
　
　
　
ミ

宕
竃
舟
　
　
　
ミ

ｏ
．
９
８
◎

Ｈ
９
◎
８

ぴ
◎
８

講
き
餅
吟
斗

ｇ
ｂ
８

ｇ
ｂ
８

蒲
滞
謙
き
餅
ー
お
賢
舟

ｇ
ｂ
８

お
胃
舟
ｅ
錨
一
躰
壁
煎
〉

お
ｓ
舟
　
　
　
ミ

呂
も
８

８
も
８

蒲
滞
講
酋
餅
ー
お
竃
舟

ち
鳥
辛
ｅ
避
眺
壁
耐
ク

ｏ
。
一
ｇ
◎

誘
き
餅
吟
斗

Ｈ
貸
◎
８



　
第
二
の
方
法

　
箪
一
の
方
法
の
よ
う
に
、
繰
延
総
利
益
勘
定
を
、
年
度
別
に
、
別
六
に
設
定
す
る
こ
と
は
、
必
ら
ず
し
も
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
。

繰
延
総
利
益
勘
定
は
一
つ
で
充
分
な
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
割
賦
売
掛
金
に
た
い
し
て
は
、
年
度
別
に
別
六
の
統
制
勘
定
を
設

定
す
る
か
わ
り
に
、
一
ヶ
の
統
制
勘
定
を
設
定
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
異
っ
た
年
度
に
適
用
さ
れ
る
回
収

代
金
に
対
し
て
、
乳
金
収
納
帳
に
、
別
六
の
項
目
を
お
く
必
要
性
を
な
く
さ
せ
る
。
第
二
の
方
法
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
に
、
一

ヶ
の
繰
延
総
利
益
勘
定
と
一
ヶ
の
割
賦
売
掛
金
統
制
勘
定
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
異
っ
た
年
度
の
販
売

よ
り
発
生
し
た
未
同
収
残
高
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
割
賦
売
掛
金
勘
定
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な

未
回
収
残
高
に
適
用
さ
れ
る
繰
延
総
利
益
は
、
こ
の
分
析
を
基
礎
に
し
て
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
第
二
の

方
法
に
よ
る
と
、
一
ケ
の
繰
延
総
利
益
勘
定
と
一
ケ
の
割
賦
売
掛
金
勘
定
が
使
用
さ
れ
る
が
、
こ
の
方
法
を
、
第
一
の
方
法
に
例
示

し
た
数
字
と
同
じ
数
字
で
示
す
と
、
割
賦
売
掛
金
統
制
勘
定
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
琳
昌
舜
誹
寧
紛
甦
一
滞

毒
　
斗

鴎

斗

灘

ト
亜

Ｈ
８
？
誹

ト

Ｈ
ｇ
ｂ
８

弁
紛
回
芦

Ｈ
冨
も
８

癖

』
亜

畠
も
８

Ｈ
竃
Ｈ
一
訊

ト

Ｎ
０
◎
ｂ
８

弁
紛
回
芦

Ｈ
割
ｂ
８

灘

』
亜

８
ち
８

割
賦
販
売
会
計
に
お
け
る
総
利
益
の
算
出
方
法
（
桑
原
）

一
一
九
（
七
四
一
）

阯
一
、

’

…

門叶…

一

川｝珊…
＾｝

岬…
…

ｒ
』一

１１

…”巾巾…
｝



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
四
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
宕
竃
一
誹
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
紛
回
芦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繁
　
　
　
珂

　
こ
の
統
制
勘
定
は
、
各
年
度
末
で
は
、

ら
の
指
示
を
も
与
え
て
い
な
い
。

寄
９
８
◎

澤
９
８
◎

Ｈ
９
８
◎

一
二
〇
　
（
七
四
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
最
初
の
年
度
を
除
い
て
）
、
残
高
に
含
め
ら
れ
て
い
る
勘
定
の
年
齢
に
つ
い
て
は
、
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
補
助
元
帳
の
分
析
に
よ
っ
て
つ
ぎ
の
事
柄
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
壁
翼
誹
箪
紛
ｅ
舟
肇
（
品
¢
◎
｛
｛
易
罫
一
－
昌
ｇ
け
言
ｏ
９
毒
巨
易
）

　
　
　
　
　
　
　
宕
ｇ
舟
耕

　
　
　
　
　
　
　
　
お
ｇ
舟
聾
誹
ｅ
蟻
亟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵠
畠
ち
８

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
８
Ｈ
肯
渚

　
　
　
　
　
　
　
　
宕
ｇ
舟
聾
耐
ｅ
灘
亟
　
　
　
　
細
Ｈ
９
◎
８

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
８
Ｈ
舟
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
奇
ｂ
８
　
　
　
　
　
８
ち
８

　
　
　
　
　
　
　
宕
ｓ
舟
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
宕
８
舟
聾
泳
ｅ
蟻
亜

　
　
　
　
　
　
　
　
お
胃
舟
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
爵
ｂ
８

　
　
　
　
　
　
　
　
宕
ｓ
廿
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
葛
ｂ
８
　
　
　
　
旨
９
８
◎

　
こ
の
割
賦
売
掛
金
の
年
齢
を
基
礎
に
す
る
と
、
各
年
度
末
で
は
、
繰
延
総
利
益
勘
定
に
留
保
さ
れ
る
べ
き
金
額
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
計
算
さ
れ
る
。

、



、

　
　
　
　
　
　
　
き
ｇ
肯
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
写
鮮
電
－
貫
ｇ
８
ｅ
し
。
・
。
｛
さ
　
　
　
　
　
　
　
胡
Ｈ
ｇ
８

　
　
　
　
　
　
　
宕
胃
舟
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
宕
ｇ
肯
溝
重
－
綿
Ｈ
９
◎
８
ｅ
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
１
呑
　
　
　
窃
　
９
８
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｃ
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
お
胃
肯
鳶
重
－
窃
亭
も
８
ｅ
き
さ
　
　
　
　
　
ｃ
。
◎
も
８
　
　
　
　
　
ｃ
．
９
０
８

　
　
　
　
　
　
　
宕
ｓ
肯
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
宕
胃
舟
溝
承
ｉ
綿
覇
ち
８
ｅ
き
さ
　
　
　
　
　
Ｈ
９
◎
８

　
　
　
　
　
　
　
　
宕
ｓ
肯
蟻
現
－
綿
葛
ち
８
ｅ
ｇ
さ
　
　
　
　
　
ｏ
。
べ
ｂ
８
　
　
　
　
　
ミ
な
８

　
繰
延
総
利
益
と
し
て
留
保
さ
れ
る
金
額
に
よ
っ
て
つ
ぎ
に
示
す
よ
う
に
、
割
賦
販
売
実
現
総
利
益
勘
定
に
振
替
え
ら
れ
る
金
額
が

　
　
　
　
（
１
７
）

決
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
宕
ｇ
肯

　
　
　
　
　
　
　
　
脹
廿
蹄
ｅ
濁
尉
芥
汽
ぴ
誘
斗
蘇
　
　
　
　
　
　
劫
昌
８
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
刮
肘
蕩
研
斗
か
汁
昏
涛
嘗
｝
芦
汁
鳶
重
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
９
◎
８

　
　
　
　
　
　
　
　
渦
蝉
露
き
餅
撃
滞
芥
競
疎
沖
｝
芦
か
入
映
紛
慧
　
　
　
－
－
崎
信
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
８
Ｈ
廿

　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
濡
欝
き
餅
－
装
坤
ー
ト
剖
ド
回
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
胡
旨
一
８
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
峠
廿
瞬
ｅ
濁
誹
戸
汽
か
謙
き
財
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
レ
ｏ
も
信

　
　
　
割
賦
販
売
会
計
に
お
け
る
総
利
益
の
算
出
方
法
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
（
七
四
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
四
号
）

　
　
　
　
吟
　
　
　
斗

　
　
　
　
ト
刮
肘
涛
甫
叫
ぴ
汁
嘗
場
嘗
｝
芦
洋
癖
酎

　
　
　
　
浦
蝉
謙
き
餅
聾
浦
芥
競
疎
沖
ワ
芦
ぴ
入
映
紛
慧

　
　
　
宕
ｓ
廿

　
　
　
　
蒲
滞
講
き
餅
－
醤
域
ー
ト
剖
芥
画
Ｃ

　
　
　
　
峠
舟
隔
ｅ
闘
甜
芥
汽
ぴ
轟
き
餅

　
　
　
　
珍
　
　
　
斗

　
　
　
　
ト
剖
蹄
洋
甫
叫
ぴ
汁
昌
芥
涛
嘗
ワ
芦
汁
癖
型

　
　
　
　
粉
蝉
講
斗
一
一
辞
聾
浦
戸
節
疎
沖
｝
芦
ぴ
入
映
紛
慧

８
ち
８

ｏ
。
蜆
ち
８

８
も
８

窃
。
。
ｇ
８

－
轟
も
８

Ｈ
８
ち
８

ミ
缶
８

Ｈ
冒
ｂ
８

一
二
二
　
（
七
四
四
）

実
現
総
利
益
を
割
賦
販
売
実
現
総
利
益
勘
定
へ
振
替
え
る
各
年
度
末
の
仕
訳
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
お
ｇ
舟
斗

　
　
　
　
　
　
　
塾
買
湾
誹
蒲
滞
講
斗
蘇
　
　
。
。
ｇ
８
　
、
蝸
藻
闘
哉
柑
騨
講
斗
蘇
　
　
。
。
ｇ
８

　
　
　
　
　
　
宕
胃
舟
耕

　
　
　
　
　
　
　
壁
算
胃
誹
蒲
滞
誘
き
躰
　
　
　
８
ｂ
８
　
　
　
壁
買
濁
誹
柵
騨
欝
き
餅
　
　
　
８
も
８

　
　
　
　
　
　
宕
ｓ
肯
斗

　
　
　
　
　
　
　
塾
買
濁
誹
蒲
滞
弱
き
餅
　
　
Ｈ
員
ｇ
◎
　
　
壁
舜
闘
甜
淋
潮
弱
き
餅
　
　
Ｈ
員
ｇ
◎

こ
の
場
合
、
割
賦
販
売
繰
延
総
利
益
勘
定
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
ら
わ
さ
九
る
で
あ
ろ
う
。



蓮
翼
胃
甜
蒲
常
誘
き
餅

■
　
■
　
　
■
　
「
一
　
■
　
　
　
一
　
　
　
－
　
　
！
　
’
　
　
！
！
　
　
■
１
■
１
１
ｉ
■
　
　
　
　
　
十
　
…
「
「
■
「
■
■
■
■
］
　
　
■
■
　
十
　
ｉ
；
　
　
　
１
「
■
■
■
コ
■

毒
　
斗

蹄
　
斗

溝
　
亜

お
ｇ
辛
二
竃
ｏ
辛
誹
ト

ｇ
ち
８

壁
買
胃
哉
柵
騨
誇
き
餅
聾
耐
〉

○
。
蜆
ち
８

溝
　
　
　
討

旨
ｂ
８

Ｈ
竃
Ｈ
舟
二
竃
Ｈ
舟
誹
ト

ｏ
◎
◎
も
８

睦
翼
湾
誹
柵
蝉
謙
斗
一
一
餅
壁
浦
〉

８
ｂ
８

鳶
　
　
　
現

ｃ
。
蜆
ｂ
８

宕
ｓ
廿
二
〇
ｓ
手
乱
ト

Ｈ
畠
も
８

壁
買
湾
誹
柑
蝉
講
き
辞
聾
耐
ク

Ｈ
ｓ
な
８

鳶
　
　
　
現

ミ
ｂ
８

（
１
５
）
オ
・
向
・
内
彗
『
彗
マ
ｏ
鼻
と
声
○
ｏ
ぎ
ｏ
易
は
、
こ
の
二
つ
の
方
法
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
結
果
が
等
し
い
こ
と
を
別
の
仮
設
例
を
あ
げ
て
説

　
　
　
　
＊

　
　
し
て
い
る
。

　
　
・
オ
．
向
．
宍
胃
・
竃
耳
・
鼻
律
声
○
。
一
冒
Ｏ
畠
一
曇
９
竃
Ｌ
８
～
ミ
Ｏ
．

　
（
１
６
）
　
繰
延
総
利
益
勘
定
は
ま
た
未
実
現
総
利
益
勘
定
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
（
１
７
）
　
三
版
で
は
、
直
接
に
損
益
勘
定
に
振
替
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
第
四
版
に
よ
っ
た
。

Ｃ
　
数
部
門
に
分
か
れ
て
い
る
場
合

　
つ
ぎ
に
、
割
賦
販
売
を
行
っ
て
い
る
企
業
が
い
く
つ
か
の
部
門
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
各
部
門
ご
と
に
、
総
利
益
率
お
よ

び
代
金
の
回
収
率
が
異
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
い
か
に
処
理
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
間
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、

　
　
　
割
賦
販
売
会
計
に
お
け
る
総
利
益
の
算
出
方
法
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
　
（
七
四
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四
　
（
七
四
六
）

声
戸
艮
旨
項
の
考
察
す
る
と
こ
ろ
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
部
門
別
に
総
利
益
率
を
適
用
し
て
実
現
総
利
益
を
算
出
す
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
甲
戸
艮
昌
昌
は
、
前
掲
書
の
第
二
版
と
第

三
版
と
で
は
、
同
じ
よ
う
な
例
を
示
し
な
が
ら
、
互
に
異
っ
た
結
論
を
だ
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
両
者
を
区
別
し
て
述
べ
る
こ

と
に
す
る
。
な
お
、
第
三
版
と
第
四
版
と
は
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
第
五
版
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
詳
細
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
第
二
版
に
お
け
る
見
解

　
前
述
の
よ
う
に
、
企
業
が
、
い
く
つ
か
の
部
門
に
分
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
甲
戸
艮
旨
毫
に
よ
れ
ば
、
各
部
門
の
売
上

総
利
益
は
、
そ
の
企
業
の
分
析
お
よ
び
管
理
の
目
的
と
し
て
算
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
部
門
別
に
割
賦
販
売
の
実
現
総
利
益

を
算
出
す
る
た
め
に
、
部
門
別
の
総
利
益
率
を
使
用
す
る
こ
と
は
妥
当
か
、
ど
う
か
、
疑
間
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

す
べ
て
の
割
賦
販
売
に
た
い
し
て
、
平
均
総
利
益
率
を
使
用
す
る
か
わ
り
に
部
門
別
総
利
益
率
を
使
用
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
部
門

別
総
利
益
率
が
部
門
別
の
回
収
代
金
に
適
用
し
う
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
部
門
別
の
回
収
金
額
を
算
出
す
る
た
め
に
は
、
回

収
代
金
自
体
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
甲
戸
ヨ
昌
昌
は
、
こ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
追
加
的
な
事
務
労
働

を
要
す
る
が
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
割
に
、
正
確
性
の
付
与
さ
れ
る
の
は
少
い
で
あ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

声
キ
艮
昌
昌
は
例
を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
事
柄
が
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
。
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０
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］
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◎
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葛
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◎
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団
　
　
　
　
ら
ｂ
８
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
岩
◎
ｂ
８
　
　
　
８
ち
◎
◎
　
　
　
き
ｂ
８

　
　
　
　
　
　
　
０
Ｎ
０
◎
一
〇
〇
８
お
　
８
ｂ
８
９
も
８
Ｈ
◎
一
８
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吟
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ｏ
ｏ
。
菖
ｐ
　
　
　
ｃ
．
ｏ
．
　
　
　
　
１
墨
９
信
ｐ
；
Ｈ
嘩
８
戸
　
　
ヨ
◎
８

部
門
別
の
総
利
益
率
に
よ
っ
て
計
上
さ
れ
る
各
年
度
の
利
益
の
金
額
と
、
平
均
率
の
使
用
に
よ
っ
で
計
上
さ
れ
る
利
益
の
金
額
と

の
比
較
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
８
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蜆
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団
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◎
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◎
ｂ
◎
◎
ト
ｏ
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◎
◎

　
　
　
　
　
　
　
ヰ
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省
　
～
ｏ
ｏ
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ｏ
商
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吟
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ｃ
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ｏ
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ざ
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８
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寄
ち
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０
．
ｂ
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◎

　
甲
戸
ヨ
昌
昌
は
、
以
上
の
例
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
方
法
に
よ
る
結
果
が
、
常
に
殆
ん
ど
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
で
は
な
い
ご
と
を
指
摘
し
た
の
ち
、
二
つ
の
方
法
に
よ
る
結
果
の
類
似
性
は
、
種
六
の
部
門
の
販
売
よ
り
生
ず
る
部
門
別

総
利
益
率
と
代
金
回
収
の
た
め
に
要
求
さ
れ
る
時
間
と
の
相
違
の
程
度
に
依
存
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
般
に

　
　
　
割
賦
販
売
会
計
に
お
け
る
総
利
益
の
算
出
方
法
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
（
七
四
七
）
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は
、
平
均
総
利
益
率
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
と
く
に
、
割
賦
販
売
に
よ
る
利
益
の
繰
延
の
方
法
自
体
が
、
何
か
恋
意
的
で
あ
る
と
い

う
事
実
か
ら
し
て
、
充
分
、
正
確
な
結
果
が
与
え
ら
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
。

　
第
三
版
に
お
け
る
見
解

　
第
三
版
に
お
け
る
見
解
に
く
ら
べ
第
三
版
に
お
け
る
見
解
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
部
門
別
の
総
利
益
率
を
適
用
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
う
見
解
に
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
、
平
均
総
利
益
率
の
適
用
の
限
界
を
あ
ぎ
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。　

甲
戸
艮
昌
｛
は
、
第
三
版
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
い
く
つ
か
の
部
門
に
分
か
れ
て
い
る
企
業
に

お
い
て
、
そ
の
利
益
率
が
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
売
上
に
対
す
る
期
間
的
な
代
金
回
収
率
が
部
門
毎
に
異
な
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
よ
り
大
き
い
正
確
性
を
う
る
た
め
に
、
各
年
度
の
各
部
門
に
対
す
る
総
利
益
率
が
各
年
度
の
部
門
毎
の
回
収
代

金
に
適
用
し
う
る
よ
う
な
方
法
を
も
っ
て
記
録
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
回
収

代
金
を
年
度
別
だ
け
．
で
は
な
く
、
部
門
別
に
も
分
類
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
多
く
の
追
加
的
な
作
業
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
串
戸
里
§
昌
に
よ
れ
ば
、
平
均
総
利
益
率
の
利
用
も
、
各
年
度
の
販
売
に
対
す
る
代
金
回
収
率
が
各
瓢
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

い
づ
れ
も
同
じ
で
あ
る
場
合
に
は
、
異
な
っ
た
部
門
毎
の
総
利
益
率
の
利
用
と
同
様
な
結
果
を
生
む
こ
と
に
な
る
と
云
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
以
上
の
こ
と
を
、
つ
ぎ
の
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
例
で
は
、
部
門
毎
の
総
利
益
率
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
売
上
に
対
す
る
各
年
度
の
代
金
回
収
率
は
一
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

各
部
門
の
初
年
度
は
、
七
五
パ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
り
、
次
年
度
は
、
二
五
パ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
る
。



妻

ト
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
宕
長
舟
ｅ
哉
ト
紡
汽
９
誘
き
賦
機

　
　
　
　
獣
　
　
　
ト

　
　
　
　
講
　
き
　
餅

　
　
　
　
講
さ
餅
栂

　
　
　
回
漬
弁
紛
労
汽
９
渦
濁
誘
き
餅

　
　
　
　
宕
お
肯
滞

　
　
　
　
回
芦
声
紛
（
富
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半
岱
樹

割
賦
販
売
会
計
に
拓
け
る
総
利
益
の
算
出
方
法
（
桑
原
）
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し
か
し
、
平
均
総
利
益
率
を
使
用
す
る
場
合
に
、
販
売
に
対
す
る
各
年
度
の
代
金
回
収
率
が
全
部
門
に
わ
た
っ
て
、
い
づ
れ
も
等

し
く
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
結
果
は
、
部
門
率
を
使
用
し
た
場
合
と
同
じ
結
果
を
生
ず
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
、
甲
戸
艮
昌
員

は
云
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
例
に
よ
っ
て
示
す
と
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
、
こ
の
例
で
は
、
前
述
の
例
の
う
ち
、
各
年
度
の
回
収
代

金
の
金
額
だ
け
が
異
っ
て
い
る
。
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以
上
の
例
に
よ
つ
て
、
わ
か
る
よ
う
に
、
部
門
率
を
使
用
す
る
か
、
し
貧
か
と
い
う
決
定
に
つ
い
て
は
、
甲
戸
雲
昌
員
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
云
つ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
総
利
益
率
お
よ
び
代
金
の
回
収
期
間
の
相
異
が
非
常
に
大
き
い
た
め
に
・
重
大
な
不
正

確
を
生
ず
る
の
を
避
け
る
た
め
に
は
、
余
分
の
会
計
事
務
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
決
め
る
べ
き
で
証
。
。
苧
こ
の
点
は
・

第
二
版
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
を
一
歩
溌
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
こ
で
は
、
割
賦
基
準
の
選
択
適
用
を
前
提
と
す
る
段
階

に
お
い
て
、
平
均
率
に
ょ
る
計
算
の
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
平
均
率
と
部
門
率
の
適
用
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
示
唆
を

与
え
て
い
る
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。

一
ど
割
賦
基
準
が
、
実
務
で
は
選
択
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
・
税
法
は
・
っ
ぎ
の
よ
う
に
二
一

　
　
の
方
法
を
否
認
し
、
部
門
別
に
計
算
す
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
、

　
　
　
割
賦
販
売
会
計
に
お
け
る
総
利
益
の
算
出
方
法
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
　
（
七
五
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇
　
（
七
五
二
）

　
　
「
…
…
し
か
し
な
が
ら
・
未
実
現
講
利
益
の
計
算
に
お
い
て
は
、
未
決
済
割
賦
売
掛
金
を
も
と
の
年
度
に
よ
つ
て
年
齢
わ
け
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、

　
そ
の
年
度
の
販
売
に
よ
り
実
現
し
た
個
々
の
総
利
益
率
を
適
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
お
る
。
」
「
＞
げ
、
、
－
、
冒
と
ｏ
ｏ
汁
、
顯
、
。
。
会
杜
事
件
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
納
税
老
は
単
一
の
総
利
益
率
を
割
賦
売
掛
金
全
部
に
適
用
し
た
が
、
割
賦
基
準
の
利
用
を
否
認
さ
れ
た
。
」

　
＊
　
｝
芦
旨
睾
９
弓
ぎ
Ｈ
易
邑
ヲ
ｏ
津
団
邑
。
。
一
｛
冒
】
）
轟
－
¢
易
｛
箏
雰
易
◎
量
一
串
◎
勺
實
汁
ざ
冒
↓
嘗
、
、
。
。
１
旨
、
弓
、
、
胃
、
胴
、
、
旨
、
．
く
。
－
．
畠
．

　
　
オ
◎
．
ｏ
ｏ
、
勺
一
Ｎ
Ｎ
９

一
”
一
事
』
．
内
葦
ま
・
：
妻
一
冒
婁
高
様
な
こ
と
を
指
摘
し
セ
い
る
。
彼
等
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
云
つ
て
い
る
。
「
総
利
益
率
が
、

あ
る
特
定
の
嚢
の
受
の
部
門
で
非
常
員
な
一
て
い
る
言
な
客
が
し
ぱ
し
隻
る
。
平
均
総
利
益
率
は
、
各
部
門
の
売
上
高
に
た
い
す

る
代
金
回
収
の
率
が
殆
ん
ど
一
致
し
て
い
る
年
度
で
は
、
回
収
代
金
全
部
に
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
総
利
益
率
が
部
門
間
で
異
な
つ
て
お
り
、

代
金
の
回
収
率
が
同
じ
で
た
い
場
倉
は
・
割
賦
方
蒼
よ
る
実
現
総
利
益
の
満
足
翁
定
を
行
う
た
め
に
は
、
売
上
、
原
価
お
よ
び
回
収
代
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共

　
が
各
部
門
ご
と
に
別
六
に
集
計
さ
れ
る
よ
う
要
求
さ
れ
る
。
」
．

　
ホ
≠
向
．
寄
曇
二
§
吋
律
｝
』
一
冒
◎
婁
き
書
・
＆
ぎ
８
昌
“
一
奉
心
己
隼
一
婁
ら
・
曇
・

（
２
０
）
こ
の
点
に
っ
い
て
は
、
戸
オ
・
喜
易
昌
は
っ
ぎ
の
よ
乏
云
っ
て
い
る
。

　
　
「
一
部
門
の
販
売
ピ
吉
稼
得
さ
れ
た
総
利
益
を
決
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
割
賦
販
売
の
会
計
手
警
、
元
帳
の
勘
定
と
財
務
諸

表
が
部
門
毎
に
実
現
総
利
益
お
よ
び
未
実
現
総
利
益
を
示
す
程
嚢
で
精
密
に
す
べ
き
か
ど
う
か
は
疑
間
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
実
施
す
る
た
め

に
は
・
部
門
ご
と
に
・
畏
代
金
を
分
析
し
・
部
門
毎
、
年
度
毎
に
、
割
賦
売
掛
金
吉
の
畏
代
金
を
示
す
よ
う
現
金
収
納
帳
に
特
別
欄
を
作

る
こ
糸
必
要
で
あ
る
で
あ
言
・
こ
の
こ
と
は
、
発
生
す
る
付
加
的
な
費
用
が
価
値
が
あ
る
と
い
う
代
償
的
藁
証
な
し
に
多
く
の
付
加
的
な

労
働
と
費
用
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
一
警
は
、
会
計
制
度
の
単
純
化
を
と
差
う
全
部
門
に
た
い
す
る
平
均
総
利
益
率
の
利
用
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
普
通
満
足
す
べ
き
結
果
を
生
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
」

　
＊
＞
．
事
．
言
萎
早
Ｈ
暴
昌
＆
一
き
ぎ
８
邑
星
雲
ぎ
｛
革
嚢
・
。
ら
・
睾



　
と
こ
ろ
が
、
実
際
の
実
務
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
っ
い
て
は
、
■
．
ピ
．
宍
◎
巨
胃
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
云
っ
て

い
る
。

　
「
割
賦
販
売
に
よ
る
総
利
益
を
繰
延
べ
る
と
い
う
実
務
が
勘
定
で
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
普
通
の
方
法
で
は
、
ま
ず
、
総
利
益
を
繰
延
利
益
勘

定
に
貸
方
記
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
の
ち
に
－
、
回
収
代
金
に
総
利
益
率
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
金
額
を
稼
得
利
希
と
見
な

す
こ
と
で
お
る
。
実
際
に
は
、
総
利
益
率
は
非
常
に
異
な
っ
て
い
る
た
め
に
平
均
率
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
平
均
率
は
、
あ
る

種
の
製
品
の
販
売
ま
た
は
、
代
金
の
回
収
が
同
一
で
あ
る
月
ま
た
は
年
の
割
賦
販
売
合
計
金
額
よ
り
算
定
さ
れ
て
い
る
。
か
ま
た
は
、
月
、
年
、

種
類
（
◎
『
恒
目
）
に
関
係
な
し
に
、
移
動
平
均
総
利
益
（
２
旨
Ｏ
ま
品
。
ｑ
『
易
。
・
－
？
Ｏ
津
署
¢
鼻
Ｏ
ｑ
０
）
が
、
宙
収
代
金
全
部
に
適
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
方
法
は
、
新
商
品
の
販
売
に
よ
る
総
利
益
率
が
、
毎
月
、
非
常
に
異
な
っ
て
い
る
か
、
そ
の
後
の
率
が
非
常
に
異
な
っ
て
い
る
場
合
を
除
ぎ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

一
般
に
適
用
さ
れ
た
方
法
で
あ
る
。
」

＊
■
．
■
．
宍
Ｏ
巨
９
彗
睾
ぎ
。
・
－
・
二
津
８
旨
ま
昌
ざ
亭
・
き
・
庁
・
｛
亭
・
雲
巨
・
竃
８
昌
ま
目
片
し
己
筆
し
錦
卜
事
畠
Ｎ
～
轟
。
。
．

四
　
結
　
　
　
ぴ

　
以
上
、
割
賦
販
売
会
計
に
お
け
る
総
利
益
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
、
と
く
に
、
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
会
計
専
門
家
の
所
論
を
中
心

と
し
て
述
べ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

Ｈ
　
ま
ず
、
割
賦
販
売
会
計
の
中
心
間
題
で
あ
る
、
税
務
対
策
と
し
て
の
割
賦
基
準
の
選
択
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
順
調
に
行

　
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。

嘗
　
こ
の
こ
と
は
、
と
く
に
、
現
実
の
会
計
実
務
の
技
術
的
な
処
理
の
う
ち
に
見
ら
れ
る
。

嘗
　
そ
の
た
め
、
会
計
専
門
家
の
努
力
は
、
こ
れ
ら
を
整
理
し
、
単
純
化
し
、
能
率
化
し
、
さ
ら
に
、
制
度
化
し
よ
う
と
す
る
こ
と

　
　
　
割
賦
販
売
会
計
に
お
げ
る
総
利
益
の
算
出
方
法
（
桑
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
一
　
（
七
五
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
八
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
　
（
七
五
四
）

　
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
ヵ
で
は
こ
の
こ
と
を
、
「
…
…
よ
り
一
層
意
味
あ
る
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
目
的
と
実
践
上
の
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
（
２
１
）

　
様
性
を
整
理
し
よ
う
と
す
る
目
的
と
の
間
に
絶
え
ざ
る
相
剋
が
あ
る
」
（
傍
点
－
桑
原
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

回
　
本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
内
容
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
主
と
し
て
、
甲
戸
ヨ
昌
昌
に
よ
り
な
が
ら
、
割
賦
販
売

　
会
計
に
お
け
る
総
利
益
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
ま
ず
、
少
数
の
商
品
の
販
売
の
場
合
に
お
い
て
は
、
一
般
的
な
仕
訳
、

　
勘
定
記
入
の
方
法
を
示
し
た
の
ち
に
、
期
末
棚
卸
法
を
と
っ
た
場
合
に
、
同
一
商
品
に
お
い
て
、
掛
売
と
割
賦
販
売
と
が
並
行
し

　
て
販
売
さ
れ
た
場
合
如
何
に
す
る
か
を
間
題
点
と
し
て
掲
げ
た
。
ま
．
た
、
こ
の
実
務
も
明
ら
か
に
し
た
。

回
　
つ
ぎ
に
、
多
数
の
商
品
の
販
売
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
一
会
計
年
度
の
場
合
に
つ
い
て
説
明
し
、
つ
づ
い
て
数
会
計
年

　
度
に
わ
た
る
場
合
を
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
、
利
益
計
上
の
方
法
と
し
て
二
つ
の
方
法
を
掲
げ
た
。
一
つ
の
方
法
は
、
回
収
代
金
を

　
も
と
に
し
て
総
利
益
を
算
定
す
る
方
法
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
割
賦
売
掛
金
を
も
と
に
し
て
、
総
利
益
を
算
定
す
る
方
法
で
あ

　
る
。
こ
こ
で
は
、
両
者
の
結
果
が
全
く
一
致
す
る
こ
と
、
お
よ
び
後
者
の
方
が
、
そ
の
算
定
方
法
に
お
い
て
、
単
純
で
あ
る
こ
と

　
を
実
例
を
も
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
実
務
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

榊
　
さ
ら
に
、
数
部
門
に
分
か
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
声
ト
．
ヨ
旨
呉
の
著
書
の
第
二
版
と
第
三
版
と
の
相
違
点
を
指
摘

　
し
た
の
ち
、
平
均
率
を
適
用
す
る
場
合
と
、
部
門
率
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
一
の
結
果
を
う
る
条
件
と
、
相
異
す
る
結

　
果
を
う
る
条
件
を
明
ら
か
に
し
た
の
ち
ぺ
部
門
率
利
用
の
現
実
的
な
条
件
を
明
ら
か
に
し
た
。

最
後
に
、
以
上
の
ご
と
き
、
会
計
専
門
家
の
努
力
の
現
実
的
な
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
こ
う
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
内
容
は
、
一
見
、
き
わ
め
て
、
技
術
的
な
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ
を
、
こ
の
よ
う
な

技
術
的
な
側
面
だ
け
に
範
囲
を
絞
っ
て
考
え
た
場
合
に
は
、
き
わ
め
て
、
論
理
的
な
内
容
を
も
つ
か
の
如
く
に
考
え
ら
れ
る
か
も
し



れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
の
最
初
に
お
い
て
あ
き
ら
か
に
し
た
ご
と
く
、
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
が
、
個
六
の
企
業
の
税

務
対
策
で
あ
り
、
技
術
的
と
思
わ
れ
る
も
の
の
内
容
が
税
務
対
策
の
具
体
化
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
こ
と
自
体
が
・
充
分
検
討
を

要
す
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
税
務
対
策
の
一
環
と
し
て
の
割
賦
基
準
の
利
用
が
中
小
企
業
に
く
ら
べ
て
、
主
と
し
て
、
大
企
業
に
よ
っ
て
、
極
め
て
・
有
利
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
の
稿
で
ふ
れ
て
お
い
た
が
、
前
述
の
割
賦
基
準
適
用
の
具
体
化
・
単
純
化
・

能
率
化
、
制
度
化
と
い
う
技
術
的
な
内
容
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
、
一
見
・
技
術
的
な

内
容
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
会
計
専
門
家
の
努
力
も
、
主
と
し
て
、
大
企
業
に
奉
仕
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
内
容
と
し
て
い
る
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
む
し
ろ
、
科
学
的
な
研
究
が
意
図
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
単
純
化
、
能
率
化
、
制
度
化
を
促
進
す
る
こ
と

で
は
な
く
し
て
、
単
純
化
、
能
率
化
、
制
度
化
の
も
つ
現
実
的
な
側
面
を
杜
会
経
済
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

　
（
２
１
）
　
岸
、
勺
。
、
汁
。
｛
○
ｏ
汁
。
｛
ｋ
○
、
昌
勺
◎
目
田
易
ぎ
霧
。
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